
は
じ
め
に

医
療
を
考
え
る
基
本
と
な
る„T

o
Err
Is
H
um
an „

と
い
う
有
名
な
格
言

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
米
国
の
Ｉ
Ｏ

Ｍ（Institute
ofM

edicine

）が
ま
と
め

た
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た

も
の
で
、「
ヒ
ト
は
誰
で
も
間
違
え
る
」と

い
う
意
味
で
す1)

。
ま
た
、『
論
語
』の
衛
霊

公
第
十
五
29
に
は「
過
ち
て
改
め
ざ
る
、

是
を
過
ち
と
い
う
」と
い
う
文
言
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
何
千
年
も
前
に
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
本
質
を
指
摘
し
た
至
言

で
す
が
、「
仮
に
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
て

も
、
二
度
と
そ
の
誤
り
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
取
り
組
む
べ
き
だ
」と
い
う
戒
め
と

い
え
ま
す2)

。

人
類
の
歴
史
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
医
学
は
、
20
世
紀
以
降
格
段
に
進

化
し
、
か
つ
て
難
病
や
不
治
の
病
と
さ

れ
た
多
く
の
疾
患
を
克
服
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
や
病
態
を
治
療
す
る
薬
が
開
発
さ

れ
、
わ
れ
わ
れ
の
健
康
は
増
進
し
平
均

寿
命
も
驚
異
的
に
延
び
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
医
薬
の
開
発
は
人
類
の
健
康
、
福

祉
に
大
き
く
貢
献
し
た
わ
け
で
す
が
、

医
薬
の
進
歩
の
陰
で
幾
つ
も
の
薬
禍
を

経
験
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
第
２
次

大
戦
後
、
全
世
界
を
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
た
の
が「
サ
リ
ド
マ
イ

ド
薬
害
事
件
」で
す
。
こ
の
事
件
で
は
多

く
の
国
で
製
薬
企
業
や
国
が
責
任
を
問

わ
れ
、
以
後
、
製
薬
企
業
も
行
政
も
医

学
界
も
薬
害
と
真
剣
に
向
き
合
う
よ
う

に
な
り
、
そ
の
後
の
薬
剤
開
発
や
薬
事

行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
論
語
の
教
え「
過
ち
て
改

め
ざ
る
、
是
を
過
ち
と
い
う
」を
忘
れ
な

い
た
め
に
も
、
事
件
の
顚て

ん

末ま
つ

を
要
約
し

周
知
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件
の

概
要

１
９
５
７（
昭
和
32
）年
、
ド
イ
ツ（
当

時
の
西
独
）の
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー
ル
社
は

睡
眠
薬
、
精
神
安
定
剤
と
し
て
サ
リ
ド

マ
イ
ド（thalidom

ide

）の
市
販
薬
コ
ン

テ
ル
ガ
ン

Ⓡ（Contergan

）を
発
売
し
ま

し
た
。
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー
ル
社
は
コ
ン

テ
ル
ガ
ン

Ⓡ

が
安
全
で
完
全
無
欠
で
あ
る

と
強
調
し
、
多
く
の
臨
床
医
に
強
烈
な

宣
伝
攻
勢
を
仕
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、

英
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
欧
州
各

国
や
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
大
日
本

製
薬
が
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー
ル
社
と
は
異

な
る
合
成
方
法
で
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
製

造
し
、
１
９
５
８（
昭
和
33
）
年
に
イ
ソ

ミ
ン

Ⓡ

の
薬
品
名
で
販
売
し
ま
し
た3)

。
そ

の
後
、
他
の
数
社
も
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を

含
有
す
る
医
薬
品
を
国
内
で
販
売
し
ま

し
た
。

コ
ン
テ
ル
ガ
ン

Ⓡ

の
発
売
後
、
末ま

っ

梢し
ょ
う

神
経
障
害
な
ど
の
副
作
用
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
、

１
９
６
０（
昭
和
35
）
年
以
降
、
原
因
不

明
の
奇
妙
な
先
天
性
障
害
が
ド
イ
ツ
の

小
児
科
医
ら
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
症
例
に
よ
っ
て
奇

形
の
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
短
肢

症
や
海あ

ざ

豹ら
し

肢
症
、
無
肢
症
の
報
告
が
相

次
ぎ
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
わ
け
で

す
が
、
当
初
は
薬
害
な
の
か
遺
伝
的
問

題
な
の
か
、
原
因
は
ま
っ
た
く
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
６
１（
昭
和
36
）
年
、
妹
の
子
ど

も
と
自
分
の
子
ど
も
が
上
述
し
た
先
天

性
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

に
疑
問
を
持
っ
た
青
年
弁
護
士Carl

Schulte-H
illen

は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学

の
小
児
科
医W

idukindLenz

博
士
に

相
談
を
し
ま
す
。
レ
ン
ツ
は
原
因
解
明

を
約
束
し
、
薬
物
服
用
歴
の
調
査
な
ど

を
辛
抱
強
く
行
い
、
最
近
増
加
し
て
い

る
奇
形
児
発
生
の
原
因
は
大
衆
薬
と
し

て
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
コ
ン
テ

ル
ガ
ン

Ⓡ

に
よ
る（
妊
婦
が
胎
児
の
器
官

形
成
期
に
内
服
し
た
結
果
）も
の
だ
ろ

う
と
結
論
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
は

こ
の
先
天
性
障
害
児
が
さ
ら
に
増
え
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー
ル

社
の
製
造
責
任
者
に
電
話
で
販
売
中
止

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件

（
前
編
）

公
衆
衛
生
タ
イ
ム
マ
シ
ン

～
形
を
変
え
て
繰
り
返
す 

歴
史
か
ら
学
ぶ
～

第
５
回

日
ノ
下 

文
彦

前「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
患
者
の
健
康
、
生
活
実
態
の
把
握
及
び
支
援
基
盤
の

構
築
研
究
班
」班
長
、
帝
京
平
成
大
学
健
康
医
療
ス
ポ
ー
ツ
学
部
看
護
学
科
教
授
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と
市
販
薬
の
回
収
を
勧
告
し
ま
す3)（
い

わ
ゆ
る「
レ
ン
ツ
警
告
」）。
こ
の
警
告
が

き
っ
か
け
で
、
結
局
、
１
９
６
１（
昭
和

36
）年
11
月
27
日
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
サ

リ
ド
マ
イ
ド
販
売
は
中
止
、
回
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
英
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
も

す
ぐ
に
発
売
中
止
と
回
収
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

わ
が
国
に
も
Ｕ
Ｐ
Ｉ（
米
国
の
通
信

社
）を
通
じ
て
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
の
問

題
が
配
信
さ
れ
た
も
の
の
、フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
遅
く
、
１
９
６
２（
昭
和
37
）
年
９

月
13
日
に
な
っ
て
や
っ
と
大
日
本
製
薬

は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
含
む
製
剤
の
回
収

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
同
剤
の
販
売
中

止
、
回
収
に
よ
り
遅
く
と
も
１
９
６
５

（
昭
和
40
）
年
以
降
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽

症（
先
天
的
な
サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
よ
る
奇

形
や
障
害
の
総
称
。
以
下
、「
サ
症
」と
い

う
）を
有
す
る
子
ど
も
は
生
ま
れ
な
く

な
り
ま
し
た（
１
例
を
除
く
）。
こ
う
し

て
、
日
本
や
欧
州
な
ど
の
先
進
国
で
は
、

サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
よ
る
先
天
性
障
害
児

は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
レ
ン
ツ
の
推
論

の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ
ま
し
た（
図
１3)

）。

な
お
、
レ
ン
ツ
は
サ
症
の
診
断
や
診
療
、

被
害
児
へ
の
救
済
の
み
な
ら
ず
、
日
本

を
含
む
各
国
で
行
わ
れ
た
裁
判
に
も
証

人
と
し
て
出
廷
す
る
な
ど
、
サ
リ
ド
マ

イ
ド
問
題
に
一
生
を
捧
げ
、「
サ
リ
ド
マ

イ
ド
児
の
父
」と
称
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
に
お
け
る

サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
の
実
態

わ
が
国
で
は
、
欧
州
に
後
れ
は
取
っ

た
も
の
の
、
１
９
６
３（
昭
和
38
）
年
に

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド

製
剤
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

都
合
数
百
人
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
禍
者

が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時

の
厚
生
省
が
公
認
し
た
だ
け
で
３
０
９

名
に
上
り
ま
し
た
。サ
症
の
病
名
を
知
っ

て
い
て
も
、
四
肢
の
奇
形（
海
豹
肢
症

な
ど
）が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
た

め
、
四
肢
の
奇
形
が
ほ
と
ん
ど
な
く
聴

覚
障
害
や
耳
介
の
奇
形
な
ど
頭
部
の
異

常
が
主
体
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
医
師
も
多
い
で
す
。
具
体
的

に
は
、
公
認
さ
れ
た
３
０
９
名
の
う
ち
、

上
肢
低
形
成
群（
わ
が
国
で
は
、
上
肢
下

肢
と
も
に
短
い
症
例
は
極
め
て
ま
れ
）が

２
２
７
名
、
聴
覚
障
害
群
が
63
名
、
混

合
群
が
19
名
で
し
た（
図
２5)、

4)

）。
同
じ
サ

症
で
も
障
害
部
位
が
異
な
る
理
由
は
、

母
体
が
胎
児
の
器
官
形
成
期
の
い
つ
サ

リ
ド
マ
イ
ド
を
服
用
し
た
か
に
よ
っ
て

胎
児
に
対
す
る
影
響
が
異
な
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
四
肢
が
す
べ
て
短
い
サ
症

者
が
わ
が
国
に
極
め
て
少
な
く
ド
イ
ツ

や
欧
州
諸
国
で
多
い
理
由
は
、
わ
が
国

で
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
用
量
が
少
な
く
、

内
服
し
た
頻
度
が
少
な
か
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
に
世
界
や
日
本
の
医

学
界
を
震
撼
さ
せ
た
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬

禍
の
動
揺
は
、
徐
々
に
落
ち
着
い
て
い

き
ま
す
が（
図
３
）、
１
９
７
０
年
代
以

降
の
こ
と
は
次
号
で
述
べ
る
こ
と
に
し

ま
す
。
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サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
と
和
解

サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
児
の
父
母
た
ち
は

「
父
母
の
会
」を
結
成
し
、
薬
害
の
因
果

関
係
立
証
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す

る
た
め
、
１
９
６
３（
昭
和
38
）年
、
名
古

屋
地
裁
へ
初
め
て
サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
地
域

で
も
国
や
製
薬
企
業
を
相
手
取
った
訴
訟

が
起
こ
り
、
１
９
７
１（
昭
和
46
）年
、
全

国
サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
統
一
原
告
団
が
結

成
さ
れ
ま
し
た1)

。

提
訴
さ
れ
た
当
初
、
国
や
製
薬
企
業

は
先
天
性
障
害
と
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
因
果

関
係
を
否
定
す
る
立
場
で
し
た
が
、
や

が
て
医
学
的
な
因
果
関
係
が
明
ら
か
と

な
り
、
薬
害
の
予
見
可
能
性
の
議
論
へ
と

移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
告
団
は

１
９
７
０
年
代
に
高
ま
っ
た
製
造
物
責
任

の
概
念
も
取
り
入
れ
、「
落
度
責
任
」追
及

の
手
を
緩
め
ま
せ
ん
で
し
た2)、

1)

。

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
と
１
９
７
３（
昭

和
48
）年
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
は
独
英
で

そ
れ
ぞ
れ
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
わ

が
国
で
も
原
告
団
と
厚
生
省（
当
時
）、
大

日
本
製
薬
の
間
で
和
解
が
成
立
し
、
１
９�

７
４（
昭
和
49
）年
10
月
、
３
者
が
和
解
確

認
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
法

的
に
薬
害
責
任
が
認
め
ら
れ
賠
償
の
道
筋

が
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
厚
生
省
が
認
定
し
た
被
害
児

は
３
０
９
名
で
し
た
が
、
被
害
児
の
総
数

は
死
亡
児
や
未
認
定
児
も
含
め
千
数
百

名
に
上
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す1)

。

独
英
で
は
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
新
生
児
の

約
３
分
の
１
が
亡
く
な
り
、
生
き
残
っ
た

被
害
児
は
お
よ
そ
３
分
の
２
と
い
わ
れ
て

お
り
、
認
定
さ
れ
ず
に
亡
く
なっ
た
被
害

者
に
賠
償
が
及
ば
な
い
と
い
う
問
題
が
残

り
ま
し
た
。

和
解
に
よ
る
賠
償
と

そ
の
後
の
救
済
に
つ
い
て

和
解
時
の
確
認
書
に
基
づ
き
、
賠
償
金

が
父
母
に
一
律
３
０
０
万
円
、
被
害
児
に

は
障
害
の
ク
ラ
ス（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）に
応
じ
て

実
質
数
千
万
円
ま
で
支
払
わ
れ
ま
し
た2)

。

賠
償
金
の
一
部（
５
億
円
）は「
サ
リ
ド
マ
イ

ド
福
祉
セ
ン
タ
ー
」（
現
公
益
財
団
法
人「
い

し
ず
え
」）の
設
立
と
運
営
に
充
て
ら
れ
ま

し
た
。
申
し
出
が
あ
れ
ば
賠
償
金
の
一
部

は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
委
託
さ

れ
、
長
期
継
続
年
金
の
形
で
年
金
を
受

け
取
れ
る
仕
組
み
も
設
け
ら
れ
ま
し
た1)

。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
年
金
の
管
理
や
支
給

に
と
ど
ま
ら
ず
、
被
害
者
の
健
康
管
理
・

治
療
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
支
援
、
障

害
者
の
生
活
改
善
お
よ
び
社
会
的
地
位

向
上
に
関
す
る
事
業
、
医
薬
品
の
副
作

用
被
害
防
止
と
被
害
救
済
に
関
す
る
事

業
な
ど
を
行
って
い
ま
す3)

。

一
方
、厚
生
労
働
省（
以
下
、「
厚
労
省
」

と
い
う
）は
定
期
的
に「
い
し
ず
え
」と
接

触
し
て
い
る
ほ
か
、
２
０
１
１（
平
成
23
）年

４
月
、
厚
労
科
学
研
究
と
し
て「
全
国
の

サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
病
患
者
の
健
康
、
生

活
実
態
に
関
す
る
研
究
班
」（
３
年
間
）を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
引
き
続
き
２
０
１
４

（
平
成
26
）年
４
月
か
ら「
全
国
の
サ
リ
ド

マ
イ
ド
胎
芽
病
患
者
の
健
康
、
生
活
実
態

の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
班4)

」、
２
０
１
７

（
平
成
29
）年
４
月
か
ら「
サ
リ
ド
マ
イ
ド

胎
芽
症
患
者
の
健
康
、
生
活
実
態
の
把

握
及
び
支
援
基
盤
の
構
築
に
関
す
る
研

究
班
」を
立
ち
上
げ
、
現
在
に
至
る
ま
で

被
害
者
の
健
康
や
生
活
への
支
援
、
福
祉

や
臨
床
の
充
実
を
図って
い
ま
す5)

～
5)

。

（
注
）第
二
次
研
究
班
は
、
本
障
害
の
原
因
や
病
状
に

配
慮
し「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
病
」で
は
な
く「
サ
リ
ド

マ
イ
ド
胎
芽
症
」と
呼
ぶ
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。サ

リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件
が

政
策
や
諸
制
度
に
与
え
た
影
響

本
薬
害
事
件
は
、
そ
の
後
の
医
薬
品
開

発
や
薬
事
行
政
、
国
の
新
薬
開
発
への
関

与
や
社
会
福
祉
政
策
、
医
薬
品
の
取
り

扱
い
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
ま
ず
、
１
９
６
７（
昭
和
42
）年
に

は
医
薬
品
の
安
全
性
確
保
の
た
め「
医
薬

品
の
製
造
承
認
等
の
基
本
方
針
」が
厚
生

省
薬
務
局
長
通
知
と
し
て
発
出
さ
れ
た

ほ
か
、
同
年
よ
り
副
作
用
の
モ
ニ
タ
ー
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、１
９
７
４

（
昭
和
49
）年
に
ま
と
め
ら
れ
た
サ
リ
ド
マ

イ
ド
訴
訟
の
和
解
確
認
書
は
、
当
時
の
薬

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
事
件

（
後
編
）

公
衆
衛
生
タ
イ
ム
マ
シ
ン

～
形
を
変
え
て
繰
り
返
す 

歴
史
か
ら
学
ぶ
～

第
６
回

日
ノ
下 

文
彦

前「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
患
者
の
健
康
、
生
活
実
態
の
把
握
及
び
支
援
基
盤
の

構
築
研
究
班
」班
長
、
帝
京
平
成
大
学
健
康
医
療
ス
ポ
ー
ツ
学
部
看
護
学
科
教
授
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事
行
政
や
医
療
、
医
薬
品
開
発
、
福
祉

政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
基
本
確
認
事
項
を
抜
粋
し
ま

す2)、
2)

。
四
、「
厚
生
大
臣
は
、
…
今
後
、
新
医
薬

品
承
認
の
厳
格
化
、
副
作
用
情
報
シ
ス
テ

ム
、
医
薬
品
の
宣
伝
広
告
の
監
視
な
ど
、

医
薬
品
安
全
性
強
化
の
実
効
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
国
民
の
健
康
保
持
の
た
め
必

要
な
場
合
、
承
認
許
可
の
取
消
、
販
売
の

中
止
、
市
場
か
ら
の
回
収
等
の
措
置
を
す

み
や
か
に
講
じ
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件
に

み
ら
れ
る
ご
と
き
悲
惨
な
薬
害
が
再
び
生

じ
な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
を

確
約
す
る
。」

六
、「
厚
生
大
臣
お
よ
び
大
日
本
製
薬
株

式
会
社
は
、
…
サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
児
及

び
そ
の
家
族
に
対
す
る
損
害
賠
償
並
び
に

被
害
児
の
将
来
の
生
活
保
障
、
健
康
の
管

理
、
介
護
、
教
育
、
職
業
確
保
等
の
施

策
を
十
分
に
行
う
こ
と
を
確
認
す
る
。」

サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
者
の
現
状
と

新
た
な
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
認
定

現
在
60
歳
前
後
に
なっ
た
被
害
者
に
お

い
て
は
、
先
天
的
な
障
害
だ
け
で
は
な
く
、

過
用
症
候
群
や
生
活
習
慣
病
等
の
合
併

が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
精
神
的
障
害
で
苦
悩
し
て
い
る

被
害
者
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、
厚
労
省

研
究
班
で
は
継
続
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
健
診
を
行
って
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
希

望
す
る
被
害
者
に
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
、
研
究
班

が
被
害
者
の
健
康
の
維
持
・
管
理
を
手
助

け
す
る
も
の
で
す
。

極
め
て
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
自
分

は
ひ
ょっ
と
し
て
サ
症
で
は
な
い
か
？
」と
疑

問
を
持
ち
、
申
し
出
る
障
害
者
が
い
ま

す
。
独
英
で
は
、
近
年
で
も
相
当
数
の
認

定
申
請
者（
い
わ
ゆ
る�N

ew
�claim

er

）が

い
ま
す
が（
図
１
、
図
２6)

）、
被
害
者
と
認

定
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
多
く
のN

ew
�

claim
er

は
認
定
さ
れ
ず
、
裁
判
で
係
争

と
なって
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
禍
発
生
時�

診
断
に

当
た
っ
た
専
門
家
は
す
で
に
現
役
を
退
い

て
お
り
、
今
と
な
って
は
被
害
児
の
母
子

手
帳
や
母
親
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
服
用
歴
を

確
認
す
る
の
も
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
厚

労
省
の
研
究
班
は
現
代
の
医
療
事
情
に

見
合
う
「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
診
断
の

手
引
き
」を
新
た
に
策
定
し
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
３
月
に
公
表
し
ま
し
た9)

。

な
お
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
そ
の
後
ハ
ン

セ
ン
病
や
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
医
学
的
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ハン
セ
ン
病
の
治
療

に
サ
リ
ド
マ
イ
ド
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
以
降
、
薬
品
管
理

の
不
徹
底
や
医
薬
情
報
提
供
の
不
備
な

ど
に
よ
り
、い
ま
だ
に
多
く
の
サ
リ
ド
マ
イ

ド
被
害
児
が
生
ま
れ
て
い
る
の
は
残
念
な

問
題
で
す10)

。

お
わ
り
に

世
界
を
揺
る
が
し
た
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬

害
事
件
を
き
っか
け
に
医
薬
品
と
そ
の
開

発
、
管
理
に
対
す
る
考
え
方
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
深
刻
な

薬
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
た
がって
、

わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
禍

の
教
訓
を
忘
れ
ず
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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